
小根田育冶社長

米
食
関
連
装
置
世
界
へ
拡
大

鈴茂器工

　
―
３
月
、
製
造
拠
点
で
あ
る

東
京
工
場

埼
玉
県
川
島
町

の
増
設
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
「
主
力
の
す
し
ロ
ボ
ッ
ト
は

国
内
外
で
需
要
が
拡
大
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
ら
需
要
を
取
り
込

む
た
め
生
産
能
力
の
大
幅
ア
ッ

プ
が
主
目
的
だ
。
国
内
で
は
す

し
ロ
ボ
ッ
ト
も
だ
い
ぶ
普
及
し

て
き
た
た
め
、
そ
う
利
幅
は
取

れ
な
い
。
ま
た
輸
出
に
は
円
高

が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。
こ
う
し
た

状
況
を
勘
案
し
て
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
も
主
眼
と
し
た
。
現
在
は

旧
工
場
棟
、
増
設
工
場
棟
と
も

フ
ル
操
業
状
態
。
社
員
の
意
識

も
、
だ
い
ぶ
引
き
締
ま
っ
て
き

た
印
象
を
受
け
る
」

　
―
「
米
食
文
化
を
世
界
に
―

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
で
す

　
「
日
本
が
誇
る
米
食
文
化
を

さ
ら
に
世
界
に
広
め
た
い
。
６

年
程
前
に
設
立
し
た
米
国
子
会

社
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
従

来
、
米
国
流
通
市
場
に
出
回
っ

て
い
た
の
は
ほ
と
ん
ど
が
工
場

生
産
の
す
し
。
近
頃
は
対
面
販

売
の
す
し
店
も
だ
い
ぶ
普
及
す

る
な
ど
装
置
需
要
も
拡
大
。
ま

た
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
す
し
文

化
波
及
は
急
速
だ
。
欧
州
、
中

東
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
な

ど
に
も
す
し
文
化
は

和
食
の

王
様

と
し
て
着
実
に
浸
透
し

つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
中
国
な
ど

で
は
当
社
製
品
に
対
す
る
模
倣

品
の
横
行
が
悩
み
の
種
だ
」

　
―
目
下
の
製
品
戦
略
は
。

　
「
当
社
は
炊
飯
か
ら
す
し
握

り
、
包
装
ま
で
大
中
小
で
一
貫

し
た
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
持

つ
。も
ち
ろ
ん
、の
り
巻
き
、
お

に
ぎ
り
に
関
す
る
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
も
豊
富
。
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク

な
の
は
炊
い
た
ご
飯
の
自
動
供

給
機
。
国
内
の
大
手
牛
丼
チ
ェ

ー
ン
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
伸
び
る
は
ず
。
ま
た
、

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
装
置
が
台
湾

で
よ
く
売
れ
て
お
り
今
後
も
期

待
で
き
る
。
米
粉
ピ
ザ
生
地
製

造
機
も
、
こ
れ
か
ら
世
界
中
で

の
需
要
喚
起
を
図
り
た
い
」

◇
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埼玉県内上場企業の今

志村則彰会長

レ
ー
ザ
ー
に
特
化
、
来
年
新
製
品

オプトエレクトロニクス

　
―
主
力
の
レ
ー
ザ
ー
自
動
認

識
装
置
分
野
で
国
内
シ
ェ
ア

％
以
上
、
全
世
界
で
も
第
２
位

で
す
。

　
「

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
グ
ロ

ー
バ
ル
化

を
テ
ー
マ
に
事
業

展
開
し
て
き
た
。
装
置
の
核
と

な
る
レ
ー
ザ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

手
掛
け
て
い
る
の
が
当
社
の
強

み
。
国
内
で
は
唯
一
の
存
在
。

こ
れ
に
よ
り
、
小
売
業
界
向
け

の
ス
キ
ャ
ナ
や
物
流
業
界
向
け

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
豊
富
さ

は
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な

っ
て
い
る
」

　
「
海
外
で
主
流
の
レ
ー
ザ
ー

式
に
い
ち
早
く
特
化
し
た
こ
と

で
、
順
調
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

き
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
米
国
な
ど

に
所
在
す
る
計

カ
所
の
海
外

拠
点
か
ら
、
世
界
中
に
当
社
製

品
を
供
給
し
て
い
る
」

　
―
志
村
会
長
が
入
社
し
た
２

０
０
０
年
が
会
社
の
転
機
で
す

ね
。

　
「

年
ま
で
の
約

年
間
、

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
電
卓
や

時
計
な
ど
の
開
発
に
携
わ
っ
て

き
た
。
当
社
に
来
て
以
後
、
メ

ー
カ
ー
時
代
に
培
っ
た
半
導
体

関
連
の
人
脈
を
活
用
し
、
モ
ジ

ュ
ー
ル
の
小
型
化
に
成
功
し

た
。
こ
れ
が
レ
ー
ザ
ー
に
特
化

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」

　
―
業
績
の
現
状
と
展
望
は
。

　
「
開
発
に
集
中
投
資
し
た
時

期
が
あ
っ
た
影
響
で
こ
こ
２
―

３
年
は
苦
し
み
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
改
善
や
原
価
低
減
な

ど
に
注
力
し
た
。
だ
が
、
今
期

か
ら
復
活
の
兆
し
が
出
て
き
て

お
り
、
今
後
は
売
り
上
げ
拡
大

を
図
る
。
年
明
け
に
は
新
製
品

を
投
入
す
る
計
画
だ
」

　
―
地
域
貢
献
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
災
害
時
に
蕨
市
役
所
の
機

能
を
本
社
内
へ
移
管
で
き
る
よ

う
市
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

社
屋
は
耐
震
構
造
と
な
っ
て
い

る
上
、
地
下
に
は
６
０
０

の

飲
み
水
も
備
蓄
し
て
い
る
」

◇
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山崎千里社長

増
収
増
益
運
営
力
に
自
信

メディカル・ケア・サービス

　
―
認
知
症
患
者
を
対
象
と
し

た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

愛
の

家

の
運
営
が
主
力
で
す
。

　
「
現
在
日
本
に
認
知
症
患
者

は
約
２
０
０
万
人
お
り
、
そ
の

内
７
―
８
％
し
か
専
門
の
施
設

に
入
居
で
き
て
い
な
い
。
患
者

数
は
今
後
も
増
え
続
け
る
だ
ろ

う
。
我
々
の
施
設
は
彼
ら
を
受

け
止
め
る
存
在
。
で
き
る
だ
け

数
を
増
や
し
て
、
患
者
本
人
と

ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

　
「
当
社
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
現
状
で
全
国
に
１
５
４
棟
あ

る
。
毎
年

棟
前
後
増
や
し
て

お
り
、
今
期
中
に
１
７
０
棟
に

達
す
る
計
画
だ
」

　
―
強
み
は
。

　
「
認
知
症
介
護
施
設
を
独
力

で
約
１
２
０
棟
開
設
し
た
実
績

は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
こ
の

た
め
施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

他
社
に
負
け
な
い
自
信
が
あ

る
。
認
知
症
介
護
は
難
し
い
た

め
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
非
常
に

大
切
だ
」

　
―
業
績
は
好
調
で
す
ね
。

　
「
４
期
連
続
で
増
収
増
益
が

続
い
て
い
る
。
施
設
数
増
加
が

増
収
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ほ

か
、
２
０
０
７
年
に
始
め
た
改

革
の
効
果
が
出
て
い
る
。
同
年

以
来
、
人
事
制
度
の
見
直
し
、

ル
ー
ル
徹
底
に
よ
る
無
駄
の
削

減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

介
護
業
界
は
職
員
の
意
欲
が
重

要
。
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変

え
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い

る
」

　
―
今
後
の
展
開
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　
「
海
外
に
目
を
向
け
て
い

る
。
と
り
わ
け
中
国
は
将
来
的

に
高
齢
者
で
あ
ふ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
介
護
施
設
の

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
乏
し
い
。

年
に
同
国
で
最
初
の
施
設
を
開

設
す
る
予
定
だ
。
そ
の
後
、
主

要
都
市
に
順
次
進
出
し
て
い
き

た
い
」

　
「
働
き
手
不
足
は
当
社
の
課

題
の
一
つ
。
今
年
か
ら
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
労
働
者
の
採
用
を
始

め
た
。
親
日
的
で
家
族
を
大
事

に
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
介
護

業
務
に
適
し
て
い
る
。
問
題
が

な
け
れ
ば
定
期
的
に
採
用
す
る

方
針
だ
」

◇

　
▽
社
長

山
崎
千
里
氏
▽
本

社
所
在
地

さ
い
た
ま
市
大
宮

区
大
成
町
１
の
２
４
６
、
０
４

８
・
６
５
１
・
６
７
０
０
▽
資

本
金

８
億
７
１
２
５
万
円
▽

売
上
高

１
４
０
億
５
６
０
０

万
円

年
８
月
期

▽
従
業

員

約
３
０
０
０
人
▽
設
立

年

平

月
▽
上
場
市

場

名
証
セ
ン
ト
レ
ッ
ク
ス

秋田眞次社長

水
道
用
耐
震
管
品
質
で
勝
負

日本鋳鉄管

　
―
水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
が
主
力
で
す
ね
。

　
「
売
上
比
率
で
は
水
道
用
鋳

鉄
管
関
連
が
約

％
、
残
り
は

ガ
ス
用
樹
脂
管
な
ど
他
分
野
の

製
品
が
占
め
て
い
る
。
国
内
３

社
の
水
道
用
鋳
鉄
管
業
界
で
、

唯
一
専
業
に
近
い
形
で
事
業
展

開
し
て
い
る
の
が
当
社
だ
。
主

な
ユ
ー
ザ
ー
は
地
方
自
治
体
。

全
国
約

カ
所
の
販
売
網
を
通

じ
て
製
品
を
供
給
し
て
い
る
」

　
―
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
。

　
「
Ｎ
Ｓ
形
と
い
う
耐
震
管
の

普
及
促
進
を
進
め
て
い
る
。
管

同
士
を
つ
な
げ
る
際
、
挿
し
口

に
設
け
た
突
起
が
受
け
口
の
ロ

ッ
ク
リ
ン
グ
に
引
っ
掛
か
り
、

絶
対
に
抜
け
な
く
な
る
仕
組
み

だ
。
２
０
０
４
年
の
新
潟
県
中

越
地
震
や
３
月
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
Ｎ
Ｓ
形
の
導
入
先
で

水
漏
れ
は
１
件
も
起
き
な
か
っ

た
。
国
内
で
は
ま
だ
全
体
の

％
程
度
に
し
か
普
及
し
て
お
ら

ず
、
需
要
が
見
込
め
る
」

　
「
同
業
３
社
の
中
で
は
、
シ

ェ
ア
が
最
も
低
い
の
が
現
状
。

技
術
で
業
界
を
リ
ー
ド
し
な
い

と
生
き
残
れ
な
い
。
こ
の
た

め
、
開
発
に
注
力
し
、
品
質
で

勝
負
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
鋳

鉄
管
の
表
面
処
理
を
工
夫
す
る

こ
と
で
、
耐
久
性
を
他
社
製
品

の
２
倍
以
上
に
高
め
て
い
る
」

　
―
こ
こ
数
年
、
着
実
に
利
益

を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

　
「

年
度
の
経
常
利
益
は
過

去
最
高
、

年
度
は
三
番
目
に

良
い
数
字
だ
っ
た
。
下
水
道
関

連
の
鉄
ふ
た
か
ら
撤
退
す
る
な

ど
、
赤
字
事
業
の
縮
小
が
功
を

奏
し
た
。
古
い
水
道
管
の
置
き

換
え
需
要
な
ど
に
よ
り
、
受
注

も
安
定
し
て
い
る
」

　
―
行
政
に
対
し
て
は
ど
ん
な

こ
と
を
望
み
ま
す
か
。

　
「
各
地
の
水
道
事
業
は
市
町

村
単
位
で
管
理
・
運
営
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
、
効
率
が
悪

い
。
管
理
す
る
人
材
の
不
足
も

問
題
だ
。
水
道
の
広
域
化
に
向

け
た
議
論
を
加
速
し
て
ほ
し
い

と
思
う
」

◇
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▽
本

社
所
在
地

久
喜
市
菖
蒲
町
昭

和
沼
１
、
０
４
８
０
・
８
５
・

１
１
０
１
▽
資
本
金

億
５

５
０
０
万
円
▽
売
上
高

１
４

３
億
４
９
０
０
万
円

年
３

月
期
連
結

▽
従
業
員

２
７

３
人
▽
設
立

年

昭

月
▽
上
場
市
場

東
証
１
部

　埼玉県内に本社を置く上場企業は現在約 社。モノづくり、飲
食、福祉などさまざまな方面で日本経済を牽引（けんいん）して
いる。国内トップクラスのシェアを確保し、業界をリードする企
業も少なくない。先導役だけに、明確なビジョンは不可欠。技術
開発、海外展開、人材育成など、各社は一歩先を見据えた戦略
で、さらなる高みを目指している。独自の理念を持つ県内上場企
業経営者４人に話を聞いた。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 １１月３０日 水曜日 　　


